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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、

I

武
蔵
野
大
学
日
本
文
学
研
究
所
紀
要
』
第
3
号
（
二

O

一
六
年
三
月
発
行
）
掲
載
の
拙
稿

「鈴
木
雨
香
I

雨
香
文
集
」
翻
刻
と
注

釈

（上）
」
（以
下
、
前
稿
と
す
る
。
）
を
承
け
、
引
き
続
き
同
文
集
の
翻

刻
と
注
釈
を
行
う
。
今
回
は
、
前
稿
に
掲
げ
た

『雨
香
文
集
」
目
次
で
言

え
ば
、

「
16

記
得
小
金
華
石
図
事
」
か
ら

「
25

検
泉
日
録」

ま
で
を

取
り
上
げ
る
。
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
残
る
「
26

松
岡
軍
曹
墓
誌
銘
」

か
ら

「
38

永
楽
園
記
」
ま
で
の
作
品
は
次
回
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す

る
。な
お
、
翻
刻
に
際
し
て
の
方
針
な
ど
は
前
稿
に
準
じ
、
煩
雑
に
な
る
こ

と
を
避
け
て
こ
こ
に
は
繰
り
返
さ
な
い
。
前
稿
に
掲
げ
た
凡
例
を
参
照
さ

れ
た
い
。

翻
刻
と
注
釈
に
入
る
前
に
、
前
稿
発
表
後
に
気
付
い
た
誤
り
を

4
か
所

訂
正
し
て
お
く
。

前
稿
で
の
ペ
ー

ジ
数
•
上
下
段
の
別

・
行
数
を
掲
げ
て

「

」
内
に
該
当
箇
所
を
示
し
た
後
、
矢
印
に
続
け
て
訂
正
後
の
記
述
を

挙
げ
る
。

鈴
木
雨
香

〈資
料
紹
介
〉

『
雨
香
文
集
』

•

9
0ペ
ー

ジ
上
段
7

行
目

「柴
野
栗
山
に
師
事
し
て
漠
学
を

よ
く

し
、

」

↓

「
幼
少
よ
り
漢
学
を
学
び
、
特
に
柴
野
栗
山
に
私
淑
し
て
、
」

.100
ペ
ー
ジ
上
段
8
行
目

「銘
に
日
く
、
」
↓
「
銘
し
て
曰
く
、
」

.
101
ペ
ー
ジ
上
段
21
行
目
「
係
い
で
賛
詞
を
以
て
日
く、」

↓
「
係
る
に
賛
詞
を
以
て
す
。
日
く
、
」

•

1
0
1
ペ
ー

ジ

下
段
9

行
目

「銘
に
日
く

、
」↓

「銘
し
て
日
く
、
」

ま
た
、
前
稿
99
ペ
ー
ジ
上
段
19
行
目
で

「伝
未
詳
」
と
の
み
記
し
た

「役

祐
観
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
吉
岡

一
男
氏
に

「
羽
黒
修
験
者
」
だ
と

す
る
見
解
が
あ
る
（
『鈴
木
雨
香
の
著
作
と
岩
沼
』
（南
北
社、

2
0
1
0

年
）
、
193
ペ
ー
ジ
）
。
「
役
」
字
か
ら
の
解
釈
か
、
何
か
他
に
拠
る
べ
き
資

料
が
あ
る
の
か
、
判
断
の
根
拠
は
同
書
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

一
説
と

し
て
挙
げ
る
べ
き
で
あ

っ
た
。
併
せ
て
付
記
す
る
。

以
下
、
今
回
取
り
上
げ
る
作
品
の
翻
刻
と
注
釈
に
移
る
。

翻
刻
と
注
釈

（中）

三
浦

一
朗
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16

記
得
小
金
華
石
図
事

瀬
野
尾
鶴
堂
蔵
、
梅
関
両
小
箋
―
一
葉
。
一
画
小
金
華
石
、
一
画
品
字
瓢
。

共
有
詩
仏
老
人
讃
。
鶴
堂
取
其
品
字
瓢
図
以
贈
余
。
余
乃
謂
曰
余
不
嗜
酒
、

子
所
知
。
如
其
酒
器
雖
図
画
無
用
於
我
。
余
有
石
癖
、
亦
子
所
知
也
。
幸

以
小
金
華
石
図
換
之
。
鶴
堂
語
窮
終
従
余
言
。
亦
交
遊
賞
翫
之
一
佳
話
也
。

因
憶
昔
、
在
享
和
壬
戌
十
月
既
望
、
柴
野
栗
山
先
生
宅
開
赤
壁
会
。
招
都

下
名
流
。
会
者
尾
藤
一
一
洲
、
岡
田
寒
泉
、
頼
春
水
、
辛
島
塩
井
、
盤
井
行

言
、
倉
成
善
卿
、
谷
文
見
、
及
主
人
先
生
等
也
。
善
卿
袖
一
奇
石
来
示
先

生
。
即
日
、
是
我
物
也
。
直
奪
之
。
善
卿
呆
然
自
失
。
文
見
乃
圏
其
石
、

先
生
題
長
篇
、
以
与
善
卿
。
善
卿
意
解
、
一
座
哄
然
。
伝
以
為
文
壇
之
佳

話
。
余
今
要
鶴
堂
得
此
小
金
（
華
）
石
屈
、
殆
与
此
同
。
只
彼
石
之
実
物

而
是
画
中
之
石
。
是
為
異
耳
。
余
於
始
固
小
金
華
石
、
併
叙
此
事
、
以
贈

鶴
堂
。
鶴
堂
意
亦
知
有
所
解
。
如
彼
善
卿
也
。

小
金
華
石
の
図
を
得
る
事
を
記
す

瀬
野
尾
鶴
堂
蔵
、
梅
関
画
の
小
箋
一
―
葉
あ
り
。
一
は
小
金
華
石
を
画
き
、

ひ
さ
f
]

一
は
品
字
の
瓢
を
画
く
。
共
に
詩
仏
老
人
の
讃
有
り
。
鶴
堂
、
其
の
品
字

の
瓢
の
図
を
取
り
、
以
て
余
に
贈
る
。
余
乃
ち
謂
ひ
て
日
く
、
余
、
酒
を

嗜
ま
ざ
る
こ
と
、
子
の
知
る
所
な
り
。
其
れ
酒
器
の
如
き
は
、
図
画
と
雖

も
我
に
於
い
て
無
用
な
り
。
余
、
石
癖
有
る
こ
と
も
亦
た
子
の
知
る
所
な

な
ん

り
。
孟
ぞ
小
金
華
石
の
図
を
以
て
之
れ
に
換
へ
ざ
る
と
。
鶴
堂
、
語
に
窮

し
て
終
に
余
の
言
に
従
ふ
。
亦
た
交
遊
賞
翫
の
一
佳
話
な
り
。
因
り
て
昔

＊
 

＊
 

＊
 

を
憶
ふ
に
、
享
和
壬
戌
十
月
既
望
、
柴
野
栗
山
先
生
宅
に
赤
壁
の
会
を
開

く
こ
と
在
り
。
都
下
の
名
流
を
招
く
。
会
す
る
者
、
尾
藤
二
洲
、
岡
田
寒

泉
、
頼
春
水
、
辛
島
塩
井
、
磐
井
行
言
、
倉
成
善
卿
、
谷
文
見
、
及
び
主

人
先
生
等
な
り
。
善
卿
、
一
奇
石
を
袖
に
し
て
来
た
り
、
先
生
に
示
す
。

即
ち
日
く
、
是
れ
我
が
物
な
り
と
。
直
に
之
れ
を
奪
ふ
。
善
卿
、
呆
然
自

失
た
り
。
文
見
、
乃
ち
其
の
石
を
図
し
、
先
生
、
長
篇
を
題
し
て
、
以
て

善
卿
に
与
ふ
。
善
卿
、
意
解
け
、
一
座
哄
然
た
り
。
伝
へ
て
以
て
文
墳
の

も
と

佳
話
と
為
す
。
余
、
今
鶴
堂
に
要
め
て
此
の
小
金
（
華
）
石
図
を
得
る
も
、

殆
ど
此
れ
と
同
じ
。
只
だ
彼
れ
は
石
の
実
物
に
し
て
、
是
れ
は
画
中
の
石

な
り
。
是
れ
を
異
と
為
す
の
み
。
余
、
是
に
於
い
て
小
金
華
石
を
図
し
、

併
せ
て
此
の
事
を
叙
し
、
以
て
鶴
堂
に
贈
る
。
鶴
堂
の
意
も
亦
た
解
く
る

所
有
る
こ
と
を
知
る
。
彼
の
善
卿
の
如
し
。

＊
「
金
華
石
」
…
糸
魚
川
市
の
姫
川
流
域
で
産
出
す
る
黄
鉄
鉱
や
瑞
瑞
を

含
ん
だ
希
少
な
変
成
岩
。
研
磨
す
る
と
美
し
く
輝
く
。
「
瀬
野
尾
鶴

堂
」
・
・
・
伝
未
詳
。
「
梅
関
」
・
・
・
江
戸
時
代
後
期
の
画
家
、
菅
井
梅
関

（
一
七
八
四

i
一
八
四
四
）
。
仙
台
出
身
、
は
じ
め
江
戸
で
谷
文
晟
に
師

事
、
後
に
長
崎
で
清
の
江
稼
圃
に
南
画
を
学
ん
で
一
家
を
成
し
た
。

（
『
日
本
近
世
人
名
辞
典
l

)

「
小
箋
」
…
小
さ
な
紙
。
「
品
字
瓢
」
…

「
品
」
の
字
の
よ
う
に
、
瓢
を
三
つ
童
ね
た
屈
か
。
「
詩
仏
老
人
」
…

近
世
後
期
の
漠
詩
人
、
大
窪
詩
仏
(
-
七
六
七
＼
一
八
三
七
）
。
「
享

和
壬
戌
十
月
既
望
」
…
享
和
―
一
年
(
-
八

0
二
）
十
月
十
五
日
。
か
つ

て
麻
東
披
が
赤
壁
の
地
に
遊
び
、
「
後
赤
壁
の
賦
」
を
作
っ
た
の
が
元

豊
五
年
壬
戌

(
1
0
八
二
）
十
月
十
五
日
。
享
租
一
一
年
は
そ
こ
か
ら
数
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え
て
十
三
回
目
の
壬
戌
に
当
た
る
。
「
柴
野
栗
山
」
・
・
・
江
戸
時
代
後

期
の
儒
者
(
-
七
三
六

1
一
八

0
七）
。
尾
藤
二
洲
、
古
賀
精
里
と
並

ん
で
、
寛
政
の
一―
-tt士
と
し
て
著
名
。
雨
香
は
栗
山
に
私
淑
し
た
。

「
赤
壁
会
」
…
蘇
東
披

「
後
赤
壁
の
賦
」
に
ち
な
ん
で
、

享
和
二
年
十

月
十
五
日
に
柴
野
栗
山
宅
で
開
か
れ
た
賀
宴
。
頼
春
水

『霞
関
掌
録
』

巻
一
•
享
和
二
年
十
月
十
五
日
条
に
詳
し
い

。
「

尾
藤
二
洲
」
・
・
・
江

戸
時
代
後
期
の
儒
者
(
-
七
四
七

1
一
八

一
三
）
。

「
岡
田
寒
泉
」

：・

江
戸
時
代
後
期
の
儒
者
(
-
七
四
0
1
一
八

一
六
）
。

幕
府
儒
官
と
し

て
、
栗
山
と
共
に
寛
政
異
学
の
禁
の
実
施
や
学
問
所
の
運
営
に
携
わ

っ

た
。
（
『日
本
近
世
人
名
辞
典
』）

「
頼
春
水
」
…
江
戸
時
代
後
期
の
儒

者

(-
七
四
六
ー
一
八

一
六
）
。
「
辛
島
塩
井
」
…
江
戸
時
代
後
期
の

儒
者
、
辛
島
知
雄
(
-
七
五
五

I
一
八
三
九
）
。
通
称
才
蔵
、
塩
井
は

そ
の
号
。
肥
後
熊
本
藩
梱
で
あ
り
、
享
和
二
年
幕
府
に
召
さ
れ
て
昌
平

侮
で
講
義
し
た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
）
「
磐
井
行
言
」
…
伝
未
詳
。

「倉
成
善
卿
」
…
江
戸
時
代
後
期
の
儒
者
、
倉
成
茎
(
-
七
四
八

1
-

八

一
三
）
。

通
称
善
司
（
善
治
と
も
）
、
善
卿
は
字
。
龍
渚
と
号
す
。
豊

前
中
津
藩
循
。
（
『日
本
人
名
大
辞
典
』
）

「
谷
文
見
」
…
江
戸
時
代
後

期
の
画
家
(
-
七
六
一
デ
~
ー一
八
四
0
)。

「
得
此
小
金
（
華
）
石
図
」

…
原
本
「
得
此
小
金
石
図
」
。「
華
」
の
字
が
脱
落
し
た
と
見
て
補
う
。

17

知
非
軒
記

余
頃
得

一
扁
本
。
題
知
非
軒
。
三
字
栗
山
柴
野
先
生
所
書
也
。
筆
勢
飛
動
、

得
米
家
之
真
髄
。
乃
揺
之
於
楯
間
、
併
名
余
室
。
且
自
記
日
、
昔
時
、
蓮

伯
玉
、
年
五
十
而
知
四
十
九
年
之
非
。
後
世
称
其
徳
不
已
。
此
扁
字
亦
只

知
取
子
此
也
。
伯
玉
之
為
人
可
想
突
。
然
余
不
能
無
疑
子
此
語
也
。
伯
玉
、

衛
賢
大
夫
而
、
孔
夫
子
之
所
推
也
。
登
何
有
可
知
之
非
也
哉
。
沈
思
久
之
。

已
而
自
解
曰
、
賢
人
之
所
為
非
、

異
於
常
人
之
所
為
非
也
。
賢
人
之
言
行
、

百
端
悉
無
不
是
。
何
非
之
有
乎
。
而
伯
玉
知
之
者
、
人
不
知
之
而
伯
玉
自

知
之
也
。
故
自
伯
至
見
之
雖
非
、
自
常
人
見
之
則
是
也
。
終
不
能
見
其
非
。

伯
玉
所
以
為
賢
人
也
。
抑
常
人
所
為
雖
非
、
自
以
為
是
、
不
知
人
之
見
以

為
非
也
。
其
非
、
己
不
知
之
、
人
已
知
之
尚
且
不
悟
也
。
為
常
人
固
定
焉
。

蓋
伯
玉
知
非
者
、
不
出
干
反
省
自
警
則
百
是
而

一
非
也
。
常
人
無
反
省
正

己
之
念
、
故
百
非
而
無

一
是
也
。
賢
愚
之
分
於
是
乎
得
突
。
余
比
伯
玉
知

非
之
年
、
尚
少
十
三
年
。
自
今
而
後
反
省
日
常
行
為
之
際
、
則
百
非
雖
無

一
是
、
而
亦
可
不
悟
古
賢
知
非
之
遺
意
乎
。
而
後
転
咋
日
之
非
、

得
為
今

B
之
是
亦
或
可
庶
幾
也
。
記
以
自
警
。
云°

知
非
軒
の
記

余
、
頃

一
扁
本
を
得
。
知
非
軒
と
題
す
。
三
字
、
栗
山
柴
野
先
生
の
書

の
き

す
る
所
な
り
。
筆
勢
飛
動
し
、
米
家
の
真
髄
を
得
。
乃
ち
之
れ
を
楯
の
間

に
扁
し
、
併
せ
て
余
の
室
の
名
と
す
。
且
つ
自
ら
記
し
て
日
く
、
昔
時
、

き
ょ
は
く
ぎ
よ
く

蓮
伯
玉
、
年
五
十
に
し
て
四
十
九
年
の
非
を
知
る
。
後
世
其
の
徳
を
称
し

て
已
ま
ず
。
此
の
扁
字
も
亦
た
只
だ
此
れ
に
取
る
こ
と
を
知
る
。
伯
玉
の

人
と
な
り
、
想
ふ
べ
し
。
然
も
、
余
、

此
の
語
に
疑
ひ
無
き
こ
と
能
は
ず
。

伯
韮
は
衛
の
賢
大
夫
に
し
て
、
孔
夫
子
の
推
す
所
な
り
。
登
に
何
ぞ
知
る

べ
き
の
非
有
ら
ん
や
。
沈
思
す
る
こ
と
之
れ
を
久
し
く
す
。
已
に
し
て
自

ら
解
し
て
日
く
、
賢
人
の
非
と
為
す
所
、
常
人
の
非
と
為
す
所
に
異
な
り
。
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賢
人
の
言
行
、
百
端
悉
く
是
な
ら
ざ
る
無
し
。
何
の
非
か
之
れ
有
ら
ん
や
。

而
し
て
伯
玉
之
れ
を
知
る
者
は
、
人
之
れ
を
知
ら
ず
し
て
伯
玉
自
ら
之
れ

を
知
る
な
り
。
故
に
伯
至
よ
り
之
れ
を
見
れ
ば
非
な
り
と
雖
も
、
常
人
よ

り
之
れ
を
見
れ
ば
則
ち
是
な
り
。
終
に
其
の
非
を
見
る
こ
と
能
は
ず
。
伯

玉
の
賢
人
た
る
所
以
な
り
。
抑
々
、
常
人
、
為
す
所
非
な
り
と
雖
も
自
ら

以
て
是
と
為
し
、
人
の
見
て
以
て
非
と
為
す
を
知
ら
ず
。
其
の
非
、
己
は

之
れ
を
知
ら
ず
、
人
已
に
之
れ
を
知
る
も
尚
ほ
且
つ
悟
ら
ず
。
常
人
た
る

こ
と
固
よ
り
定
ま
れ
り
。
蓋
し
伯
玉
の
非
を
知
る
者
、
反
省
自
警
す
れ
ば

則
ち
百
是
に
し
て
一
非
を
出
ず
。
常
人
は
反
省
正
己
の
念
無
し
。
故
に
百

非
に
し
て
一
是
無
し
。
賢
愚
の
分
、
是
に
於
い
て
か
得
る
。
余
、
伯
玉
の

わ
か

非
を
知
る
の
年
に
比
し
て
、
尚
ほ
少
き
こ
と
十
三
年
。
今
よ
り
し
て
後
、

日
常
行
為
の
際
に
反
省
す
れ
ば
、
則
ち
百
非
に
し
て
一
是
無
し
と
雖
も
、

亦
た
古
賢
非
を
知
る
の
遺
意
を
悟
ら
ざ
る
べ
け
ん
や
。
而
し
て
後
、
昨
日

の
非
を
転
じ
て
今
日
の
是
と
為
す
こ
と
を
得
る
こ
と
も
亦
た
或
ひ
は
庶
幾

す
べ
し
。
記
し
て
以
て
自
警
す
。
し
か
云
ふ
。

＊
「
扁
本
」
…
横
額
。
文
字
や
画
を
書
い
て
門
戸
の
上
や
堂
に
掲
げ
る
。

「
栗
山
先
生
」
…
前
出
。
江
戸
時
代
後
期
の
儒
者
。
「
米
家
」
…
北
宋

べ
い
ふ
つ

の
書
家
、
米
帝

(
1
0
五
―
¥
―

1
0
七
）
。
「
梢
間
」
・
・
・
「
楯
」
は

軒
、
ひ
さ
し
の
意
。
「
蓮
伯
玉
」
…
中
国
春
秋
時
代
、
衛
の
大
夫
、

き
ょ
え

A

迪
峻
。
伯
玉
は
そ
の
号
。
「
孔
夫
子
所
推
也
」
・
・
・造
伯
至
の
使
者
が

主
人
の
人
柄
を
よ
く
わ
き
ま
え
、
そ
の
答
え
ぶ
り
も
立
派
だ
っ
た
こ
と

に
孔
子
が
感
嘆
し
た
（
「
論
語
』
憲
門
）
。
「
五
十
而
知
四
十
九
年
之

非
」
…
速
伯
玉
は
五
十
オ
に
し
て
四
十
九
年
の
非
を
知
り
、
世
に
賢
大
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眼
鏡
塚
記

仙
産
高
橋
君
埋
診
眼
鏡
一
具
於
東
昌
寺
境
内
、
築
塚
。
塚
成
、
将
建
碑
以

表
之
、
使
余
記
之
。
先
是
伊
具
郡
枝
野
村
某
、
亘
理
郡
山
下
村
某
等
、
於

其
両
村
界
得

一
佳
石
。
長
四
尺
余
‘
巾
二
尺
余
。
乃
議
日
、
高
橋
先
生
我

郷
人
而
為
仙
台
眼
科
名
手
。
器
贈
此
石
以
為
先
生
寿
蔵
碑
材
。
衆
善
之
、

直
送
到
仙
台
。
君
驚
日
、
余
何
徳
建
寿
蔵
碑
乎
。
若
夫
為
墓
碑
乎
、
其
大

過
父
祖
之
墓
碑
。
熟
思
久
之
謂
、
我
有
微
名
為
有
所
得
於
眼
科
也
。
今
也

類
齢
不
能
従
事
。
於
斯
不
若
挙
平
生
所
用
診
眼
鏡
埋
之
築
塚
、
受
此
贈
以

為
其
碑
材
。
於
是
受
之
。
某
々
等
之
志
不
空
、
而
君
之
心
亦
得
安
突
。
蓋

倣
邦
俗
埋
退
箪
築
筆
塚
之
例
云
。
君
名
甲
蔵
、
号
仙
産
。
本
姓
大
和
田
氏
。

父
名
浦
治
、
諒
常
昌
、
亘
理
邑
主
伊
達
氏
之
世
臣
。
君
其
四
子
、
幼
好
学

又
好
画
。
初
従
佐
久
間
、
新
井
、
玉
贔
諸
大
家
。
後
就
石
田
先
生
学
医
術
。

無
幾
人
仙
台
共
立
病
院
、
為
医
員
。
尋
為
高
橋
氏
嗣
。
謂
泰
西
医
術
精
微

攻
究
各
科
固
難
。
不
若
専
攻
一
科
、
以
致
其
精
。
乃
欲
以
眼
科
専
門
、
立

子
世
。
従
東
京
井
上
氏
而
学
業
成
、
為
大
学
医
学
部
眼
科
局
扉
員
。
既
而

辞
職
東
帰
。
時
宮
城
病
院
始
起
。
君
擢
為
眼
科
主
任
医
員
、
兼
宮
城
医
学

校
教
授
。
有
令
名
。
辞
職
後
開
業
仙
台
。
眼
患
腐
集
、
名
声
鳴
子
遠
近
。

挙
為
宮
城
県
会
議
員
。
家
道
益
興
。
買
地
於
東
三
番
街
、
営
眼
科
病
院
、

規
模
宏
壮
。
仙
台
有
眼
科
病
院
以
此
為
哄
矢
也
。
此
時
有
結
膜
病
図
譜
之

浙
、
布
手
世
。
人
称
造
詣
之
深
云
。
抑
眼
科
治
術
精
微

一
在
診
断
。
其
助

診
断
者
診
眼
鏡
也
。
是
欧
語
所
謂
連
須
、
而
凹
、
凸
、
半
凹
、
半
凸
、
種
々

夫
と
称
さ
れ
た
（
『
淮
南
子
」
原
道
訓
）
。
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跛
璃
鏡
也
。
当
時
眼
科
未
開
故
有
其
専
門
家
極
少
。
診
眼
鏡
在
海
内
者
僅

三
具
。
一
在
大
学
医
学
部
眼
科
局
。
一
在
東
京
須
田
氏
。
一

則
君
之
所
用

者
是
也
。
宜
哉
、
君
貴
此
器
。
不
音
洪
璧
也
。
且
君
之
成
名
与
家
道
之
興

所
荷
於
此
器
者
極
多
突
。
君
此
挙
可
謂
得
其
当
也
。
余
与
君
有
同
窓
之
好
。

何
可
不
記
以
揚
其
美
哉
。

眼
鏡
塚
の
記

仙
匝
扁
橋
君
診
眼
鏡
一
具
を
東
昌
寺
境
内
に
埋
め
、
塚
を
築
く
。
塚
成
り
、

将
に
碑
を
建
て
以
て
之
れ
を
表
せ
ん
と
し
て
、
余
を
し
て
之
れ
を
記
せ
し

む
。
先
づ
是
れ
、
伊
具
郡
枝
野
村
某
、
亘
理
郡
山
下
村
某
等
、
其
の
両
村

の
界
に
於
い
て
一
佳
石
を
得
。
長
四
尺
余
、
巾
二
尺
余
た
り
。
乃
ち
議
し

て
日
く
、
高
橋
先
生
、
我
が
郷
の
人
に
し
て
仙
台
眼
科
の
名
手
た
り
。
盆

ぞ
此
の
石
を
贈
り
、
以
て
先
生
の
寿
蔵
の
碑
材
と
為
さ
ざ
る
と
。
衆
之
れ

を
善
し
と
し
、
直
に
送
り
て
仙
台
に
到
る
。
君
驚
き
て
曰
く
、
余
何
の
徳

あ
り
て
寿
蔵
の
碑
を
建
て
ん
や
。
若
し
夫
れ
墓
碑
と
為
せ
ば
、
其
の
大
な

る
こ
と
父
祖
の
墓
碑
に
過
ぐ
と
。
熟
思
す
る
こ
と
之
れ
を
久
し
く
し
て
、

謂
は
く
、
我
れ
微
名
有
る
は
、
眼
科
に
於
い
て
得
る
所
有
る
為
な
り
。
今

や
頗
齢
に
し
て
従
事
す
る
こ
と
能
は
ず
。
斯
に
於
い
て
平
生
用
ゐ
る
所
の

診
眼
鏡
を
挙
げ
、
之
れ
を
埋
め
、
塚
を
築
き
、
此
の
贈
を
受
け
、
以
て
其

の
碑
材
と
為
す
に
若
か
ず
と
。
是
に
於
い
て
之
れ
を
受
く
。
某
々
等
の
志

空
し
か
ら
ず
し
て
、
君
の
心
も
亦
た
安
き
を
得
。
蓋
し
邦
俗
に
退
筆
を
埋

め
、
筆
塚
を
築
く
の
例
に
倣
ひ
て
云
ふ
。
君
の
名
は
甲
蔵
、
仙
涯
と
号
す
。

本
姓
大
和
田
氏
。
父
の
名
は
浦
治
、
誹
常
昌
。
亘
理
邑
主
伊
達
氏
の
世
臣

た
り
。
君
、
其
の
四
子
に
し
て
、
幼
く
し
て
学
を
好
み
、
又
た
画
を
好
む
。

初
め
佐
久
間
、
新
井
、
玉
贔
の
諸
大
家
に
従
ふ
。
後
に
石
田
先
生
に
就
き

医
術
を
学
ぶ
。
幾
ば
く
も
無
く
し
て
仙
台
共
立
病
院
に
入
り
、
医
員
と
為

る
。
尋
い
で
高
橋
氏
の
嗣
と
為
る
。
謂
は
く
、
泰
西
の
医
術
精
微
に
し
て

各
科
を
攻
究
す
る
こ
と
固
よ
り
難
し
。
一

科
を
専
攻
し
、
以
て
其
の
精
を

致
す
に
若
か
ず
。
乃
ち
眼
科
を
以
て
専
門
と
し
、
世
に
立
た
ん
と
欲
す
と
。

東
京
井
上
氏
に
従
ひ
て
学
業
成
り
、
大
学
医
学
部
眼
科
局
雇
員
と
為
る
。

既
に
し
て
職
を
辞
し
、
東
帰
す
。
時
に
宮
城
病
院
初
め
て
起
つ
。
君
櫂
ん

で
ら
れ
て
眼
科
主
任
医
員
と
為
り
、
宮
城
医
学
校
教
授
を
兼
ぬ
。
令
名
有

ぐ
人

り
。
職
を
辞
し
て
後
、
仙
台
に
開
業
す
。
眼
患
窃
集
し
、
名
声
遠
近
に
鳴

る
。
挙
げ
ら
れ
て
宮
城
県
会
議
員
と
為
り
、
家
道
益
々
興
る
。
地
を
東
三

番
街
に
買
ひ
、
眼
科
医
院
を
営
む
。
規
模
宏
壮
た
り
。
仙
台
に
眼
科
病
院

有
る
こ
と
、
此
れ
を
以
て
喘
矢
と
為
す
。
此
の
時
に

『結
膜
病
図
譜
」
の

著
有
り
、
世
に
布
く
。
人
、
造
詣
の
深
き
を
称
す
と
云
ふ
。
抑
々
、
眼
科

治
術
の
精
微
、

一
に
診
断
に
在
り
。
其
れ
診
断
を
助
く
る
者
は
診
眼
鏡
な

れ

ん

ず

り
。
是
れ
欧
語
に
謂
ふ
所
の
連
須
に
し
て
、
凹
、
凸
、
半
凹
、
半
凸
、
種
々

の
波
璃
鏡
な
り
。
当
時
眼
科
未
開
な
る
故
に
其
の
専
門
家
有
る
こ
と
極
め

て
少
な
し
。
診
眼
鏡
の
海
内
に
在
る
者
僅
か
に
一
二
具
の
み
。

一
は
大
学
医

学
部
眼
科
局
に
在
り
。

一
は
東
京
須
田
氏
に
在
り
。

一
は
則
ち
君
の
用
ゐ

む
ペ

る
所
の
者
是
れ
な
り
。
宜
な
る
か
な
、
君
の
此
の
器
を
貴
ぶ
こ
と
。
音
に

『
P
み

璧
を
洪
く
の
み
に
あ
ら
ず
。

且
つ
君
の
名
を
成
す
と
、
家
道
の
興
る
と
、

此
の
器
に
担
は
る
る
者
極
め
て
多
し
。
君
、
此
れ
を
挙
ぐ
る
こ
と
、
其
れ

よ
し
み

当
を
得
と
謂
ふ
べ
し
。
余
、
君
と
同
窓
の
好
有
り
。
何
ぞ
記
し
て
以
て
其

の
美
を
揚
げ
ざ
る
べ
け
ん
や
。
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＊

「仙
涯
扁
橋
君
」
・
：
宮
城
医
学
校
教
授
、
眼
科
医
、
高
橋
甲
蔵
(
-
八

四
八

I
一
九
一
七
）
。
仙
距
は
そ
の
号
。
（
『仙
台
人
名
大
辞
害
』
）
「
東

昌
寺
」
・
・
・
現
在
も
仙
台
市
青
葉
区
青
葉
町
に
あ
り
、
そ
の

一
角
に
眼
鏡

塚
が
あ
る
。

「

寿
蔵
」
…
生
前
に
自
ら
作
る
墓
。

「

頬
齢
」
…
老

齢
。

「

退
箪
」
…
穂
先
が
消
耗
し
て
使
え
な
く
な
っ
た
筆
。

「
（大

和
田
）
浦
治
」
…
伝
未
詳
。

「
佐
久
間
」
…
画
家
、
佐
久
間
雅
方

（
一
八

一
九
I
一
八
八
五
）。

晴
岳
と
号
す
。
（「仙
台
人
名
大
辞
書
」
）

「
新
井
」
…
儒
者
、
仙
台
養
賢
堂
副
学
頭
、
新
井
誼
道
(
-
八

一
三

I

一
八
七
五）。

雨
窓
と
号
す
。（
同
上
）
「
玉
贔
」

．．． 

仙
台
藩
士
、
玉
晶

誼
秀
(
-
八――

―――
1
一
八
六
九
）
。
通
称
左
太
夫
。
拙
斎
ま
た
東
海
と

号
す
。
万
延
元
年
、
幕
府
使
節
新
見
豊
前
守
に
従
っ
て
渡
米
し
、
詳
細

な
記
録

『航
米
日
録
』
を
残
し
た
。（
同
上
）
「
石
田
先
生
」・
・・
仙
台

惟
医
、
石
田
道
隆
（
？

1
-
八
九
一

）。

雨
香
も
は
じ
め
彼
に
師
事
し

医
学
を
学
ん
だ
。
（
『鈴
木
雨
香
の
著
作
と
岩
沼
』
所
収
「
雨
香
年
譜
」
）

「
井
上
氏
」
…
伝
未
詳
。

「

塵
集
」

．．． 

群
集
に
同
じ
。
「
連
須
」
…

レ
ン
ズ
の
こ
と
。

「
須
田
氏
」

…
伝
未
詳
。

「同
窓
之
好
」
…
雨
香

も
仙
台
共
立
病
院
の
院
費
医
学
生
と
し
て
明
治
九
年
東
京
大
学
医
学
部

に
入
学
、
同
十
二
年
薬
学
科
を
卒
業
し
て
い
る
。（
「雨
香
年
譜
」
）

19

黄
葉
村
荘
記

蹄
躙
岡
之
東
、
平
野
瞬
遠
。
古
之
宮
城
野
是
也
。
其
東
隅
有
旧
族
、
日
永

野
氏
。
世
為
宮
城
野
監
守
。
蓋
昔
野
守
之
後
云
。
庭
中
有
銀
杏
樹
。
千
年

之
物
也
。
周
囲
数
十
尺
、
枝
幹
恨
寮
。
樹
皮
膨
展
、
如
乳
房
下
垂
向
地
。

極
為
奇
観
。
霜
後
黄
葉
満
樹
。
庭
阿
与
屋
宇
皆
為
黄
金
界
中
之
物
。
至
其

鮮
色
、
与
日
光
相
映
射
則
可
得
認
於
数
里
之
外
。
亦
極
為
奇
観
。
因
扁
其

室
日
黄
葉
村
荘
。
抑
野
守
之
臓
古
制
在
。
司
蜂
姻
。
如
大
和
国
飛
火
野
守

是
也
。
有
兵
冦
則
揚
蜂
姻
以
報
警
。
宮
城
野
守
是
乎
。
我
奥
与
蝦
夷
接
境
。

毎
辺
警
起
、
使
野
守
揚
蜂
姻
以
告
之
隣
境
。
隣
境
亦
倣
之
、
次
第
告
及
京

師
者
也
。
至
藤
原
秀
衡
掛
鎧
四
十
八
処
者
其
変
制
而
已
。
当
時
未
有
駅
郵

告
急
之
便
、
故
有
此
職
也
。
爾
後
駅
郵
之
制
出
野
守
之
職
惟
在
守
其
原
野

而
司
蜂
姻
之
用
廃
焉。

宮
城
野
大
原
也
。
宜
有
此
職
也
。
永
野
氏
之
遠
祖

就
此
職
、
時
代
遼
遠
、
其
詳
不
可
得
而
知
。
尤
可
惜
也
。
慶
安
中
藩
公
出

猟
時
臨
其
家
。
特
免
課
役
以
為
恒
例
云
。
維
新
後
為
陸
軍
操
練
場
。
胡
枝

花
、
萱
茅
之
属
不
可
復
見
。
世
態
之
変
遷
及
原
野
者
如
此
。
而
独
有
野
守

之
荘
与
銀
杏
樹
以
存
其
旧
観
。
可
謂
至
幸
突
。
其
荘
其
樹
宜
伝
而
至
千
万

年
也
。
荀
有
其
荘
、
無
宮
城
野
之
旧
観
何
傷
哉
。
且
宮
城
野
以
秋
色
顕
胡

枝
花
之
嬌
々
萱
茅
之
鮭
々
。
皆
可
観
、
而
終
不
可
及
銀
杏
樹
之
霜
葉
鮮
美
、

与
春
花
争
妍
也
。
荀
有
其
樹
、
無
胡
枝
花
与
萱
茅
亦
何
傷
哉
。
自
今
而
後

遊
宮
城
野
者
、
指
其
荘
与
樹
、
将
言
是
宮
城
野
守
之
荘
也
、
是
野
守
所
植

銀
杏
樹
也
。
不
訪
宮
城
野
遺
地
而
訪
古
野
守
之
荘
也
必
癸
。
癸
巳
秋
、
余

与
静
雲
堂
主
人
尋
永
野
氏
、
至
銀
杏
樹
下
半
日
間
陪
飲
。
於
黄
金
界
中
有

不
堪
今
昔
之
感
者
、
終
述
荘
主
之
所
説
為
此
記
、
以
示
之
。
併
告
後
之
遊

宮
城
野
遺
地
者
。
云
゜

黄
葉
村
荘
の
記

つ
つ
じ

お
か

跳
躙
が
岡
の
東
、
平
野
に
し
て
瞭
遠
た
り
。
古
の
宮
城
野
、
是
れ
な
り
。

其
の
東
隅
に
旧
族
有
り
、
永
野
氏
と
日
ふ
。
世
々
宮
城
野
監
守
た
り
。
蓋
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し
昔
の
野
守
の
後
と
云
ふ
。
庭
中
銀
杏
樹
有
り
。
千
年
の
物
な
り
。
周
囲

え
ん
け
ん

数
十
尺
、
枝
幹
恨
寮
た
り
。
樹
皮
膨
展
し
、
乳
房
の
如
く
下
に
垂
れ
地
に

向
か
ふ
。
極
め
て
奇
観
た
り
。
霜
後
、
黄
葉
樹
に
渦
つ
。
庭
園
と
屋
宇
と

皆
な
黄
金
界
中
の
物
と
為
す
。
其
の
鮮
色
に
至
り
、
日
光
と
相
映
射
す
れ

ば
、
則
ち
数
里
の
外
に
於
い
て
も
認
む
る
こ
と
を
得
べ
し
。
亦
た
極
め
て

奇
観
た
り
。
因
り
て
其
の
室
に
扁
し
て
日
く
、
黄
葉
村
荘
と
。
抑
々
、
野

の

ろ

し

守
の
職
古
制
に
在
り
。
蜂
姻
を
司
る
。
大
和
国
飛
火
野
守
の
如
き
、
是
れ

な
り
。
兵
冦
有
れ
ば
則
ち
蜂
姻
を
揚
げ
、
以
て
警
を
報
ず
。
宮
城
野
守
も

是
れ
か
。
我
が
奥
、
蝦
夷
と
境
を
接
す
。
辺
警
起
く
る
毎
に
、
野
守
を
し

て
峰
姻
を
揚
げ
以
て
之
れ
を
隣
境
に
告
げ
し
む
。
隣
境
も
亦
た
之
れ
に
倣

ひ
、
次
第
に
告
げ
て
京
師
に
及
ぶ
者
な
り
。
藤
原
秀
衡
に
至
り
、
鐘
を
四

十
八
処
に
掛
く
る
者
は
、
其
の
変
制
の
み
。
当
時
未
だ
駅
郵
の
急
を
告
ぐ

る
の
便
有
ら
ざ
る
故
に
此
の
職
有
り
。
爾
後
駅
郵
の
制
出
で
、
野
守
の
職

惟
だ
其
の
原
野
を
守
る
の
み
に
在
り
て
、
蜂
姻
を
司
る
の
用
廃
す
。
宮
城

野
大
原
な
り
。
｛
且
し
く
此
の
戦
有
る
べ
し
。
永
野
氏
の
遠
祖
の
此
の
職
に

就
く
や
、
時
代
遼
遠
に
し
て
、
其
の
詳
得
て
知
る
べ
か
ら
ず
。
尤
も
惜
し

む
べ
し
。
鹿
安
中
、
藩
公
出
猟
の
時
其
の
家
に
臨
む
。
特
に
課
役
を
免
じ
、

以
て
恒
例
と
為
す
と
云
ふ
。
維
新
後
、
陸
軍
操
練
場
と
為
る
。
胡
枝
花
、

萱
茅
の
属
、
復
た
見
る
べ
か
ら
ず
。
世
態
の
変
遷
原
野
に
及
ぶ
者
、
此
＜

し
か

の
如
し
。
而
も
独
り
野
守
の
荘
と
銀
杏
樹
の
み
有
り
、
以
て
其
の
旧
観
を

存
す
。
至
幸
と
謂
ふ
べ
し
。
其
の
荘
、
其
の
樹
、
宜
し
く
伝
へ
て
千
万
年

に
至
ら
し
む
べ
し
。
荀
も
其
の
荘
有
れ
ば
、
宮
城
野
の
旧
観
無
く
と
も
何

さ
人
さ
人

ぞ
傷
ま
ん
や
。
且
つ
宮
城
野
秋
色
を
以
て
胡
枝
花
の
嬌
々
、
萱
茅
の
鈍
々

を
顕
は
す
。
皆
な
観
る
べ
く
し
て
、
而
も
終
に
銀
杏
樹
の
霜
葉
鮮
美
に
し

て
春
花
と
妍
を
争
ふ
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。
荀
も
其
の
樹
有
れ
ば
、
胡
枝
花

と
萱
茅
と
無
く
と
も
亦
た
何
ぞ
傷
ま
ん
や
。
今
よ
り
し
て
後
宮
城
野
に
遊

ぶ
者
、
其
の
荘
と
樹
と
を
指
し
て
、
将
に
是
れ
宮
城
野
守
の
荘
な
り
、
是

れ
野
守
植
う
る
所
の
銀
杏
樹
な
り
と
言
ふ
べ
し
。
宮
城
野
の
遺
地
を
訪
れ

ず
し
て
古
の
野
守
の
荘
を
訪
る
る
こ
と
必
せ
り
。
癸
巳
秋
、
余
、
静
雲
堂

主
人
と
永
野
氏
を
訪
ね
、
銀
杏
樹
下
に
至
り
、
半
日
間
諾
飲
す
。
黄
金
界

中
に
於
い
て
今
昔
の
感
に
堪
え
ざ
る
者
有
り
。
終
に
荘
主
の
説
く
所
を
述

べ
て
此
の
記
と
為
し
、
以
て
之
れ
を
示
す
。
併
せ
て
後
の
宮
城
野
の
遺
地

に
遊
ぶ
者
に
告
ぐ
。
し
か
云
ふ
。

つ
つ
じ
が
お
か

＊

「
蹄
躙
岡
」
…
歌
枕
。
現
在
の
宮
城
県
仙
台
市
楷
ヶ
岡
。
「
と
り
つ
な

げ
玉
田
横
野
の
は
な
れ
駒
つ
つ
じ
が
岡
に
あ
ぜ
み
花
咲
く
」
（
『散
木
奇

歌
集
』
春
・

1
5
6
)

「
宮
城
野
」
…
歌
枕
。
現
在
の
仙
台
市
東
郊
の

平
野
部
一
帯
。
「
宮
城
野
の
本
流
の
小
萩
露
を
重
み
風
を
待
つ
ご
と
君

を
こ
そ
待
て
」
（「古
今
集
』
恋
四

•

6
9
4
)
「
永
野
氏
」
…
宮
城
郡

い

け

す

は

ら

原
町
（
現
在
の
仙
台
市
原
町
）
生
巣
原
の
旧
家
、
永
野
栄
助
。
代
々
宮

城
野
守
を
務
め
る
。
其
の
居
を
黄
葉
村
荘
と
称
し
た
。
（『仙
台
人
名
大

辞
書
」
）
「
庭
中
有
銀
杏
樹
」
…
後
文
に
あ
る
通
り
の
大
木
で
、
姥
銀
杏
、

ま
た
乳
銀
杏
と
し
て
知
ら
れ
る
。
「
偶
寮
」

・・・高
く
そ
び
え
る
様
。

「
大
和
国
飛
火
野
守
」
．．．
 「春
日
野
の
飛
火
の
野
守
出
で
て
見
よ
今
い

く
日
あ
り
て
若
菜
摘
み
て
ん
」
（
「古
今
集
」
春
上

・
1
9
)

「
辺
誓
」

…
外
敵
が
国
境
に
侵
入
し
た
し
ら
せ
。

「
胡
枝
花
」
…
萩
の
漢
名
に

よ
る
別
称
。
詩
歌
で
し
ば
し
ば
宮
城
野
と
合
わ
せ
詠
ま
れ
る
。
前
掲

『古

今
集
」
恋
四
•
6
9
4

番
歌
な
ど
参
照
。

「
嬌
々
」
・
・
・
な
ま
め
か
し

- 81 -



い
様
。
ま
た
、
愛
ら
し
い
様
。

「
鋭
々
」
…
木
の
枝
な
ど
の
細
長
く

垂
れ
る
様
。
「
霜
葉
」
…
黄
葉
。

「争
妍
」
．．． 
美
を
競
う
。
「
癸
巳
」

…
明
治
二
十
六
年
(
-
八
九
三）。

「
静
雲
益
主
人
」
…
静
雲
堂
は
仙

台
の
書
陣
伊
勢
氏
の
屋
号
。
こ
こ
で
言
う
主
人
が
そ
の
何
代
の
誰
を
指

す
の
か
未
詳
。

20

宮
城
野
碑
陰
記

宮
城
野
奥
之
大
原
也
。
与
邸
躙
岡
、
木
下
、
諸
名
勝
相
接
。
古
来
以
胡
枝

花
顕
突
。
伊
達
氏
開
府
於
仙
台
、
置
野
守
監
守
之
。
薔
倣
古
制
也
。
維
新

後
属
陸
軍
省
為
操
練
場
。
其
広
表
存
昔
時
之
什
一
。
本
荒
里
、

生
巣
原
、

八
幡
原
、
皆
在
其
中
。
友
人
大
内
氏
篤
志
人
。
嚢
建
宮
城
野
石
標
於
郷
燭

岡
。
又
将
建
宮
城
野
碑
来
謀
。
余
日
、
抄
水
月
公
子
緊
勝
園
記
行
中
係
宮

城
野
一
節
、
以
刻
之
於
石
也
。
大
内
氏
称
善
、
即
如
余
言
刻
成
。
若
夫
原

上
勝
概
公
子
之
文
明
之
不
渡
贅
也
。
公
子
左
近
衛
権
中
将
宗
村
公
第
八
子
。

出
嗣
堀
田
氏
。
即
野
州
佐
野
城
主
摂
津
守
正
敦
侯
是
也
。

宮
城
野
碑
陰
の
記

宮
城
野
は
奥
の
大
原
な
り
。
郎
躙
が
岡
、
木
の
下
の
諸
名
勝
と
相
接
す
。

古
来
胡
枝
花
を
以
て
顕
は
る
。
伊
達
氏
、
仙
台
に
開
府
し
て
野
守
監
守
を

之
れ
に
置
く
。
蓋
し
古
制
に
倣
ふ
。
維
新
後
陸
軍
省
に
属
し
、
操
練
場
と

為
る
。
其
の
広
衰
、
昔
時
の
什
一
を
存
す
。
本
荒
の
里
、
生
巣
原
、
八
幡

原
、
皆
な
其
の
中
に
在
り
。
友
人
大
内
氏
は
篤
志
の
人
た
り
。
鍍
に
宮
城

野
の
石
標
を
蹄
獨
岡
に
建
つ
。
又
た
将
に
宮
城
野
碑
を
建
て
ん
と
し
、
米

た
り
謀
る
。
余
日
く
、
水
月
公
子
の
「
緊
勝
園
記
」
の
行
中
、
宮
城
野
に

係
る
一
節
を
抄
し
、
以
て
之
れ
を
石
に
刻
ま
ん
と
。
大
内
氏
善
と
称
し
、

即
ち
余
の
言
の
如
く
刻
成
る
。
若
し
夫
れ
原
上
の
勝
概
、
公
子
の
文
之
れ

を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
贅
す
る
に
渡
ら
ず
。
公
子
、
左
近
衛
権
中
将
宗
村

公
の
第
八
子
。
出
で
て
堀
田
氏
を
嗣
ぐ
。
即
ち
野
州
佐
野
城
主
摂
津
守
正

敦
侯
、
是
れ
な
り
。

＊
「
宮
城
野
」
…
前
出
。
歌
枕
。

「
蹄
獨
岡
」
・・・前出
。
歌
枕
。

「
木

下
」
…
歌
枕
。
「
み
さ
ぶ
ら
ひ
御
傘
と
申
せ
宮
城
野
の
木
の
下
露
は
雨

に
ま
さ
れ
り
」
（
『古
今
集
』
東
歌
・

1
0
9
1
)

「
広
衰
」
・
・
・
広
さ
、

長
さ
。「
広
」
は
東
西
の
長
さ
を
、
「
表
」
は
南
北
の
長
さ
を
言
う
。

「
什
一
」
…
十
分
の
一
。
「
本
荒
里
」

・
・
・
前
掲「古
今
集
」
恋
四
•
6

9
4

番
歌
参
照
。
「
生
巣
原
」

：
•
宮
城
野
の
別
称
。
野
鳥
が
多
く
生

息
し
た
こ
と
に
よ
る
。

「八
幡
原
」
．．． 

未
詳
。
現
在
の
宮
城
野
八
幡

神
社
あ
た
り
の
原
を
言
う
か
。

「

大
内
氏
」
…
仙
台
の
素
封
家
、
呉

服
商
大
内
屋
の
九
代
目
大
内
源
太
右
衛
門
（
？

1
-九
二
六
）
。
（
「
仙

台
人
名
大
辞
書
」
）
雨
香
を
物
心
両
面
で
支
援
し
、
親
交
が
あ
っ
た
。

「水
月
公
子
」
．．． 

「
水
月
」
は
堀
田
正
敦
の
号
。
「
公
子
」
は
諸
侯
や
貴

族
の
子
。
「
緊
勝
園
記
」
…
仙
台
藩
士
桜
田
滑
斉
(
-
七
九
五

1
-

八
六
四
）
の
別
荘
緊
勝
園
の
景
を
叙
し
た
堀
田
正
敦
作
の
和
文
（
雨
香

編
『
宮
城
野
の
枝
折
』
参
照
）
。

「
原
上
勝
概
」
…
宮
城
野
の
よ
い
景

観
。
「
勝
概
」
は
勝
景
に
同
じ
。

「
不
渡
贅
」
…
や
や
熟
さ
な
い
語
だ

が
、
贅
す
る
に
及
ば
な
い
の
意
か
。

「宗
村
公
l

…
第
六
代
仙
台
藩

主
、
伊
達
宗
村

(
-
七
一
八

1
一
七
五
六
）。

「摂
津
守
正
敦
侯
」

．．
．
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下
野
佐
野
藩
主
、
堀
田
正
敦
(
-
七
五
五

1
一
八
三
一
一
）
。

21

奉
送
菊
重
郎
公
子
遊
欧
州
序
、
贈
家
令
作
並
清
亮
君

旧
藩
主
従
五
位
公
令
弟
菊
重
郎
公
子
、
以
今
荻
某
月
某
日
将
遊
欧
州
。
旧

封
内
士
民
同
辞
称
慶
奉
賀
其
発
途
。
郎
人
聞
其
盛
、
将
有
所
奉
祝
公
子
之

壮
遊
。
郡
人
旧
倍
催
耳
。
固
不
可
執
謁
於
公
子
。
尚
何
可
進
言
而
汚
其
尊

厳
哉
。
因
家
令
作
並
清
亮
君
呈
一
言
以
欲
致
郡
人
之
誠
。
祁
人
曾
聞
公
子

之
賢
明
。
以
為
是
雖
出
於
公
子
之
天
資
、
師
佃
啓
沃
之
力
亦
与
焉
。
今
也

踏
万
里
之
鯨
濤
入
欧
州
之
地
、
何
其
壮
也
。
賢
明
之
資
助
以
見
聞
之
広
。

天
賦
之
英
オ
於
是
乎
発
、
超
凡
之
大
器
於
是
乎
成
。
上
為
皇
室
之
羽
炭
、

下
為
民
人
之
儀
表
者
必
突
。
世
之
行
欧
州
者
千
百
何
限
。
商
買
為
其
利
、

学
者
為
其
学
。
多
皆
限
局
於

一
方
而
已
。
公
子
之
此
行
全
異
於
此
輩
也
。

往
昔
藩
祖
貞
山
公
欲
振
余
勇
成
図
南
之
偉
業
。
先
遣
使
臣
探
彼
国
情
。
於

是
日
本
奥
州
王
之
名
大
鳴
於
彼
国
、
至
今
尚
不
衰
。
今
公
子
以
貞
山
公
十

四
世
之
孫
遊
彼
国
。
彼
国
人
見
公
子
将
言
日
本
奥
州
王
之
裔
孫
而
避
路
羅

拝
。
其
芳
公
子
所
負
之
栄
已
如
此
。
登
可
与
尋
常
遊
欧
者
同

H
而
論
哉
。

貞
山
公
之
遣
使
在
三
百
年
前
。
時
世
自
与
今
日
不
同
。
而
貞
山
公
之
志
在

用
武
於
彼
国
。
公
子
之
志
在
取
文
於
彼
国
。
其
所
志
文
武
雖
異
途
、
而
至

為
皇
国
則
一
也
。
然
則
公
子
之
此
行
、
非
為
貞
山
公
之
志
於
三
百
年
後
而

何
也
。
公
子
之
任
不
壮
且
大
乎
。
公
子
宜
察
彼
国
政
刑
之
得
失
、
風
俗
之

美
悪
、
制
度
文
物
之
要
、

君
臣
父
子
之
道
、
而
取
長
捨
短
錯
綜
折
衷
施
之

於
我
邦
。
而
後
可
為
皇
室
之
羽
漢
、
為
民
人
之
儀
表
也
。
愚
衷
之
所
発
洩

終
累
数
千
言
。
不
図
至
汚
公
子
之
尊
厳
。
荀
有
所
取
、
君
取
以
進
之
於
公

子
之
左
右
。
是
為
序
。

菊
重
郎
公
子
の
欧
州
に
遊
ぶ
を
送
り
奉
る
こ
と
を
序
し
、
家
令
作
並

清
亮
君
に
贈
る

旧
藩
主
従
五
位
公
の
令
弟
菊
重
郎
公
子
、
今
蕊
に
某
月
某
日
を
以
て
将
に

欧
州
に
遊
ば
ん
と
す
。
旧
封
内
の
士
民
辞
を
同
じ
く
し
て
慶
と
称
し
、
其

の
発
途
を
賀
し
奉
る
。
祁
人
其
の
盛
な
る
を
開
き
、
将
に
公
子
の
壮
遊
を

も
と

祝
ひ
奉
る
所
有
ら
ん
と
す
。
那
人
、

旧
倍
優
の
み
。
固
よ
り
謁
を
公
子
に

執
る
べ
か
ら
ず
。
尚
ほ
何
ぞ
進
言
し
て
其
の
尊
厳
を
汚
す
べ
け
ん
や
。
因

り
て
家
令
作
並
清
亮
君
に
一
言
を
呈
し
、
以
て
那
人
の
誠
を
致
さ
ん
と
欲

お

も

す
。
郎
人
曾
て
公
子
の
賢
明
を
聞
く
。
以
為
へ
ら
く
、
是
れ
公
子
の
天
資

ぁ
づ
か

に
出
る
と
雖
も
、
師
偲
啓
沃
の
力
も
亦
た
与
る
。
今
や
万
里
の
鯨
濤
を
踏

み
欧
州
の
地
に
入
る
。
何
ぞ
其
れ
壮
な
る
。
賢
明
の
資
を
助
く
る
に
見
聞

の
広
き
を
以
て
す
。
天
賦
の
英
オ
是
に
於
い
て
か
発
し
、
超
凡
の
大
器
是

に
於
い
て
か
成
る
。
上
は
皇
室
の
羽
翼
と
為
り
、
下
は
民
人
の
儀
表
と
成

る
者
必
せ
り
。
世
の
欧
州
に
行
く
者
、
千
百
何
ぞ
限
ら
ん
。
商
買
は
其
の

利
の
為
に
し
、
学
者
は
其
の
学
の
為
に
す
。
多
く
は
皆
な
局
を
一
方
に
限

る
の
み
。
公
子
の
此
の
行
、
全
く
此
の
翡
に
異
な
り
。
往
昔
藩
祖
貞
山
公

余
勇
を
振
る
ひ
図
南
の
偉
業
を
成
さ
ん
と
欲
す
。
先
づ
使
臣
を
遣
は
し
彼

の
国
情
を
探
ら
し
む
。
是
に
於
い
て
日
本
奥
州
王
の
名
大
い
に
彼
の
国
に

鳴
り
、
今
に
至
る
も
尚
ほ
衰
へ
ず
。
今
公
子
、
貞
山
公
十
四
世
の
孫
た
る

を
以
て
彼
の
国
に
遊
ぶ
。
彼
の
国
の
人
、
公
子
を
見
て
、
将
に
日
本
奥
州

か
た
が
た

王
の
裔
孫
た
り
と
言
ひ
て
路
を
避
け
羅
拝
せ
ん
と
す
。
其
れ
労
公
子
負

ふ
所
の
栄
、
已
に
此
く
の
如
し
。
登
に
尋
常
の
遊
欧
者
と
日
を
同
じ
く
し
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て
論
ず
べ
け
ん
や
。
貞
山
公
の
遣
使
三
百
年
前
に
在
り
。
時
世
自
ら
今
日

と
同
じ
か
ら
ず
。
而
し
て
貞
山
公
の
志
、
武
を
彼
の
国
に
用
ゐ
る
に
在
り
。

公
子
の
志
、
文
を
彼
の
国
に
取
る
に
在
り
。
其
の
志
す
所
文
武
途
を
異
に

す
と
雖
も
、
而
も
皇
国
の
為
に
す
る
に
至
れ
ば
則
ち
―
な
り
。
然
れ
ば
則

ち
公
子
の
此
の
行
、
貞
山
公
の
志
を
三
百
年
後
に
為
す
に
あ
ら
ず
し
て
何

ぞ
や
。
公
子
の
任
、
壮
且
つ
大
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
公
子
宜
し
く
彼
の
国
の

政
刑
の
得
失
、
風
俗
の
美
悪
、
制
度
文
物
の
要
、
君
臣
父
子
の
道
を
察
し

て
、
長
を
取
り
短
を
捨
て
錯
綜
折
衷
し
て
之
れ
を
我
が
邦
に
施
す
べ
し
。

而
し
て
後
、
皇
室
の
羽
哭
と
為
り
、
民
人
の
低
表
と
為
る
べ

し
。
愚
衷
の

発
洩
す
る
所
、
終
に
数
千
言
を
累
ぬ
。
図
ら
ず
し
て
公
子
の
尊
厳
を
汚
す

に
至
る
。
荀
も
取
る
所
有
れ
ば
、
君
取
り
て
以
て
之
れ
を
公
子
の
左
右
に

進
ぜ
よ
。
是
れ
を
序
と
為
す
。

＊
「
菊
重
郎
公
子
」
…
伊
達
家
三
十
一
代
当
主
、
正
四
位
伯
爵
、
伊
達
邦

宗

(
-
八
七

0
1
一
九
ニ―
二
）
。
菊
重
郎
は
そ
の
幼
名
。
兄
宗
基
の
養

子
と
な
り
、
後
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
留
学
し
た
。
(

E

仙
台
人
名
大

辞
書
j

)

「
遊
欧
州
」
と
は
こ
の
英
国
留
学
を
指
す
。

一家
令
」

…
明

治
以
後
、
宮
家
や
華
族
の
家
務
を
管
理
、
監
督
し
た
者
。

「作
並
清

亮
君
」
．．． 
儒
者
、
作
並
消
亮
(
-
八
四
一

1
一
九
一
五
）
。
鳳
泉
と
号
す
。

伊
達
鹿
邦
の
命
で
家
令
と
な
り
、
そ
の
子
邦
宗
の
侍
読
も
兼
ね
た
。（『
仙

台
人
名
大
辞

書
』）

「
旧
藩
主
従
五
位
公
」
・
'
•
第
十
四
代
仙
台
播主、

仙
台
溜
知
事
、
従
二
位
伯
爵
、
伊
達
宗
甚
(
-
八
六
六

I
一
九

一
七）
。

（『仙
台
人
名
大
辞
書
j

)

な
お
、
従
五
位
は
明
治
十
七
年

(
-
八
八
四
）

の
授
伯
爵
に
伴
う
叙
任
時
の
官
位
。

「
旧
封
内
」
・
・・
旧
仙
台
藩
の
領
内
。

「
那
人
」
…
謙
称
。
雨
香
自
身
を
指
す
。
「
倍
侵
」
…
陪
儘
に
同
じ
。

召
使
の
意
。

「

師
俳
」
…
教
え
導
き
、
守
り
育
て
る
役
。
守
り
役。

作
並
消
亮
を
言
う
。

「
啓
沃
」

．．
．
 
臣
が
心
を
開
き
、
自
ら
の
よ
い
と

思
う
と
こ
ろ
を
全
て
主
君
に
伝
え
る
こ
と
。

「
鯨
濤
」
：
・
大
波
。
「
羽

屎
」
．：
補
佐
。

「
儀
表
」

：
模

範
。

「
藩
祖
貞
山
公
」
…
初
代
仙
台

藩
主
、
伊
達
政
宗

(
-
五
六
七

I
一
六
三
六
）
。

「
図
南
」
・
・
・
遠
征
を

企
て
る
意
。

「
先
遣
使
臣
探
彼
国
情
」
…
慶
長
遣
欧
使
節
の
こ
と
。

慶
長
十
八
年
(
-
六

――
―-）

九
月
、
藩
主
伊
達
政
宗
が
メ
キ
シ
コ
、
ス

ペ
イ
ン
、
ロ

ー
マ

に
向
け
て
家
臣
支
倉
常
長
を
使
節
と
し
て
派
遣
し
た
。

「
羅
拝
」
・
・
・
連
な
り
並
ん
で
拝
む
。

「
錯
綜
」
：
•
こ
こ
で
は
、
様
々
に

組
み
合
わ
せ
る
の
意
。

22

菊
庵
吉
田
先
生
遺
徳
碑

近
世
米
庵
市
河
氏
以
書
鳴
。
其
門
下
多
俊
秀
。
先
師
菊
庵
吉
田
先
生
其

一

人
也
。
先
生
名
取
郡
岩
沼
人
。
恨
仕
邑
主
古
内
氏
。
小
少
好
臨
池
。
初
学

伊
東
竹
隈
、
後
入
江
戸
市
河
氏
熱
刻
苦
研
鑽
。
居
六
年
、
其
業
大
進
。
東

掃
後
擢
小
姓
頭
、
尋
為
家
老
。
公
務
余
暇
授
徒
。
既
而
致
仕
開
塾
於
仙
台

大
町
。
本
藩
門
族
士
庶
子
弟
来
学
者
多
。
又
碑
硯
、
旗
織
、
屏
障
、
扁
額
、

帖
巻
之
属
、
遠
近
来
嘱
者
甚
多
突
。
絹
素
常
堆
於
几
案
而
容
易
不
下
箪
先
。

命
酒
殷
祇
灘
紙
、
左
手
把
杯
右
手
撫
髯
。

一
酔
陶
然
至
形
神
相
和
、
一
揮

描
数
十
紙
。
其
勢
親
風
蹂
雨
、
有
懐
素
酔
帖
之
概
云
。
平
生
愛
客
置
酒
蔀

飲
、
概
無
虚
日
。
河
野
克
庵
、
菅
井
梅
関
、
松
根
雲
渓
等
、
最
泥
近
。
美

竹
尼
橋
之
徒
前
後
来
寓
居
在
其
家
。
安
政
中
令
嗣
栗
斎
君
歿
。
於
是
復
帰
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混
々
洋
々

荘
銘
員
石

其
徳
深
潤

旭
岡
之
陽

永
伝
異
芳

岩
沼
。
戊
辰
夏
奥
羽
鎖
撫
総
督
九
條
道
孝
公
館
岩
沼
。
聞
先
生
名
召
見
命

揮
巖
。
先
生
運
筆
縦
横
。
公
嘆
賞
。
又
陳
時
弊
五
事
、
公
亦
嘉
納
焉
。
維

新
後
為
角
田
県
書
学
教
授
。
人
以
為
栄
突
。
後
県
廃
罷
職
帰
家
、
優
遊
養

老
。
明
治
十

一
年
四
月
八
日
易
質
。
年
七
十
四
。
先
生
外
寛
柔
内
剛
健
持

己
謹
厳
。
在
壮
時
毎
暁
浴
水
整
衣
督
。
朝
課
厳
冬
未
嘗
廃
。
又
時
試
強
弓
、

以
養
体
力
。
是
以
身
体
強
健
。
至
老
不
服
医
薬
。
人
以
為
不
及
。
先
生
誰

豊
仙
、
名
旭
、
字
九
日、

通
称
萬
。
号
菊
庵
、
晩
号
浮
洲
館
主
人
。
其
居

四
囲
皆
池
、
宛
然
浮
島
。
所
以
有
此
号
也
。
今
在
当
三
十
三
忌
辰
、
及
門

諸
氏
将
建
碑
以
伝
其
遺
徳
於
不
朽
、
令
余
銘
之
。
余
不
才
何
足
揚
先
師
之

徳
。
固
辞
之
不
許
。
謹
叙
其
梗
概
、
係
以
銘
。

銘
日

浮
洲
之
水

裔
仰
泰
光

鈴
木
省
一
二
撰

菊
庵
吉
田
先
生
遺
徳
の
碑

近
世
米
庵
市
河
氏
書
を
以
て
鳴
る
。
其
の
門
下
俊
秀
多
し
。
先
師
菊
庵
吉

田
先
生
、
其
の
一
人
な
り
。
先
生
は
名
取
郡
岩
沼
の
人
、
枇
々
邑
主
古
内

氏
に
仕
ふ
。
小
少
に
し
て
臨
池
を
好
む
。
初
め
伊
東
竹
隈
に
学
び
、
後
、

江
戸
市
河
氏
塾
に
入
り
、
刻
苦
研
鑽
す
。
居
る
こ
と
六
年
、
其
の
業
大
い

に
進
む
。
東
帰
の
後
小
姓
頭
に
擢
ん
で
ら
れ
、
尋
い
で
家
老
と
為
る
。
公

務
の
余
暇
徒
に
授
く
。
既
に
し
て
致
仕
し
、
塾
を
仙
台
大
町
に
開
く
。
本

溜
門
族
士
庶
子
弟
の
来
た
り
学
ぶ
者
多
し
。
又
た
碑
碍
、
旗
織
、
屏
障
、

扁
頷
、
帖
巻
の
属
、
遠
近
よ
り
来
た
り
嘱
す
る
者
甚
だ
多
し
。
絹
素
常
に

其
恩
治
布

せ

ん

の

几
案
に
堆

く
し
て
容
易
に
筆
先
を
下
ろ
さ
ず
。
酒
を
命
じ
、
既
を
展
ベ

ひ
ら

て
紙
を
擁
き
、
左
手
に
杯
を
把
り
右
手
に
髯
を
撫
す
。
一

た
び
酔
ひ
て
陶

然
と
な
り
形
神
相
和
す
る
に
至
れ
ば
、

一
た
び
に
数
十
紙
に
揮
掃
す
。
其

の
勢
瓢
風
駿
雨
の
ご
と
く
、
懐
素
の
酔
帖
の
概
有
り
と
云
ふ
。
平
生
客

て
ん
い
ん

を
愛
し
、
置
酒
甜
飲
し
、
概
ね
虚
日
無
し
。
河
野
克
庵
、
菅
井
梅
関
、
松

根
雲
渓
等
、
最
も
泥
近
た
り
。
美
竹
尼
橋
の
徒
、
前
後
し
て
来
た
り
、
寓

居
し
て
其
の
家
に
在
り
。
安
政
中
、
令
嗣
栗
斎
君
歿
す
。
是
に
於
い
て
復

っ
ら
の
え
た
っ

た
岩
沼
に
帰
る
。

戊
辰
夏
、
奥
羽
鎮
撫
総
督
九
條
道
孝
公
岩
沼
に
館
す
。

先
生
の
名
を
聞
き
、
召
し
て
揮
奄
を
命
ぜ
ら
る
。
先
生
運
筆
縦
横
た
り
。

公
嘆
賞
す
。
又
た
時
弊
五
事
を
陳
じ
、
公
も
亦
た
嘉
納
す
。
維
新
後
、
角

田
県
書
学
教
授
と
為
る
。
人
以
て
栄
と
為
す
。
後
、
県
廃
せ
ら
れ
て
職
を

え
き
さ
く

罷
め
、
家
に
帰
り
優
遊
と
し
て
養
老
す
。
明
治
十

一
年
四
月
八
日
易
簑
す
。

年
七
十
四
。
先
生
、
外
寛
柔
な
る
も
内
剛
健
、
己
を
持
す
る
こ
と
謹
厳
た

り
。
壮
時
に
在
り
て
は
毎
暁
水
を
浴
び
、
衣
を
整
ふ
る
を
督
す
。
朝
課
と

し
、
厳
冬
も
未
だ
営
て
廃
せ
ず
。
又
た
時
に
強
弓
を
試
み
、
以
て
体
力
を

養
ふ
。
是
を
以
て
身
体
強
健
、
老
に
至
る
も
医
薬
を
服
せ
ず
。
人
以
て
及

ば
ず
と
為
す
。
先
生
、
眸
は
豊
仙
、
名
は
旭
、
字
は
九
日
、
通
称
は
萬
。

す
え

菊
庵
と
号
し
、
晩
に
浮
洲
館
主
人
と
号
す
。
其
の
居
四
囲
皆
な
池
、
宛
然

と
し
て
浮
島
の
ご
と
し
。
此
の
号
有
る
所
以
な
り
。
今
荘
に
一二
十
三
忌
辰

に
当
た
り
、
及
門
諸
氏
、
将
に
碑
を
建
て
以
て
其
の
遺
徳
を
不
朽
に
伝
ヘ

ん
と
し
て
、
余
を
し
て
之
れ
に
銘
せ
し
む
。
余
不
オ
に
し
て
、
何
ぞ
先
師

の
徳
を
揚
ぐ
る
に
足
ら
ん
や
。
固
よ
り
之
れ
を
辞
す
る
も
許
さ
ず
。
謹
ん

で
其
の
梗
概
を
叙
し
、
係
る
に
銘
を
以
て
す
。

銘
し
て
日
く
、
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浮
洲
の
水
混
々
洋
々
其
の
徳
深
く
澗
し
永
く
異
芳
を
伝
ふ

ぁ

ユ

ね

し

こ

こ

其
の
恩
治
＜
布
き
高
く
泰
光
を
仰
ぐ
蕊
に
貝
石
に
銘
す
旭
岡

み
な
み

の
陽

鈴
木
省
三
撰

＊

「菊
庵
吉
田
先
生
」
・
・
・
岩
沼
邑
主
古
内
家
の
家
士
、
吉
田
豊
仙
(
-
八

0
五
ー
一
八
七
三
）
。
菊
庵
は
そ
の
号
。
（『仙
台
人
名
大
辞
書
l

)

雨
香

は
幼
少
時
、
彼
に
師
事
し
て
書
と
漢
学
を
学
ん
だ
。
（
「
雨
香
年
譜
」
）

「
米
庵
市
河
氏
」
…
江
戸
時
代
後
期
の
書
家
、
漢
詩
人
、
市
川
米
庵

（
一
七
七
九

1
一
八
五
八
）
。

「
臨
池
」
…
習
字
、
手
習
い
。
「
伊
東

竹
隈
」
…
岩
沼
邑
主
古
内
氏
の
家
老
、
価
者
、
伊
東
包
賓
(
-
七
八
三

1
一
八
四
四
）
。
竹
隈
は
そ
の
号
。
（
『仙
台
人
名
大
辞
書
』
）

「鹿
」：・

毛
織
物
の

一
種
。
毛
能
。
「
擁
」
…
開
く
、
広
げ
る
の
意
。
「
懐
素

酔
帖
」
…
懐
素
は
中
国
唐
代
の
書
家
、
僧

（七
二
五
？
＼
？
）。
奔
放

な
吾
風
の
狂
草
体
で
知
ら
れ
、
酒
を
愛
し
、
酔
っ
て
は
所
か
ま
わ
ず
書

き
な
ぐ

っ
た
と
い
う
。
（
西
林
昭

一
E

中
国
書
道
文
化
辞
典
j

、
柳
原
出

版、

2
0
0
 
9
年
）
「
酔
帖
」
は
熟
さ
な
い
語
だ
が
、
懐
素
の
よ
う
に

酒
に
酔
い
、
興
に
乗
じ
て
書
い
た
書
を
言
う
「
酔
書
」
の
誤
か
。

「概
」
…
趣
き
。
「
置
酒
」
・
・・
酒
宴
。
「
甜
飲
」

…
さ
か
ん
に
飲
む
。

「河
野
克
庵
」
…
江
戸
時
代
後
期
の
仙
台
藩
医
、
河
野
楊
庵
(
-
八

一

四
1
一
八
六
三
）
の
こ
と
か
。
楊
庵
の
名
は
公
克
、
字
は
子
克
。
克
斎

と
号
す
。
楊
庵
は
菊
庵
と
交
流
が
あ
っ
た
。
(

I

仙
台
人
名
大
辞
井
j

)

「菅
井
梅
関
」
…
前
出
、
江
戸
時
代
後
期
の
画
家
。

「
松
根
裳
渓
」
：・

江
戸
時
代
後
期
の
画
家
、
松
根
迂
(
-
八
ニ
ニ
ー

一
八
七
九
）
。
雲
渓

は
そ
の
号
。
菅
井
梅
関
門
。
（
『仙
台
人
名
大
辞
薔
』
）

「美
竹
尼
橋
」

・
・
・
伝
未
詳
。

「令
嗣
栗
斎
君
」
…
書
家
、
吉
田
豊
繁
(
-
八
二
八
＼

一
八
五
九
）
。
栗
斎
は
そ
の
号
。
（「仙
台
人
名
大
辞
書
』）

「戊
辰
」

．．． 

慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）。

同
九
月
八
日
に
改
元
し
て
明
治
。

「九
條

道
孝
」
．．．
 
従

一
位
左
大
臣
、
貴
族
院
議
員
、
九
條
道
孝
(
-
八
三
九
＼

一
九
〇
六
）
。
戊
辰
戦
争
で
は
新
政
府
軍
の
奥
羽
鎮
撫
総
督
に
就
任
、

東
北
各
地
を
転
戦
し
た
。

「角
田
県
」
…
現
在
の
宮
城
県
南
部
白
石

付
近
の
一
帯
。
明
治
元
年
、
盛
岡
藩
南
部
氏
が
刈
田
郡
白
石
城
に
転
封

さ
れ
て
白
石
藩
発
足
。
明
治
二
年
八
月
南
部
氏
の
旧
領
復
婦
に
伴
い
、

旧
白
石
藩
領
を
白
石
県
と
し
、
同
年
十

一
月
に
角
田
県
と
改
称
。
明
治

四
年
十
一
月
に
仙
台
県
に
編
入
さ
れ
、
角
田
県
は
廃
止
さ
れ
た
。

「
養
老
」
…
長
生
き
す
る
こ
と
。

「
易
簑
」
…
病
床
を
取
り
換
え
る
こ

と
で
、
人
の
死
を
言
う

（「
礼
記
j

檀
弓
上
）
。

「
普
」
…
こ
の

一
字

意
味
を
取
り
づ
ら
い
が
、
仮
に
、
自
他
と
も
に
そ
う
す
る
よ
う
督
励
す

る
の
意
に
解
す
る
。

「

時
試
強
弓
」
…
原
本
上
部
欄
外
に
「
其
家
伝

B
置
流
弓
術
一
と
あ
る
。

「

及
門
」
…
弟
子
、
門
下
生
。

「混

」々

…
水
の
さ
か
ん
に
湧
き
出
る
様
。

「
洋
々
」
…
広
々
と
し
て
大
き
い

様
、
ま
た
水
な
ど
が
満
ち
満
ち
て
い
る
様
。

「

員
石
」
…
円
（
園
）

石
に
同
じ
。
墓
石
を
言
う
。
「
旭
岡
之
陽
」
…
菊
庵
の
墓
は
、
現
在

の
岩
沼
市
朝
日
に
あ
る
法
常
寺
に
あ
る
。「
旭
岡
」
は
そ
の
地
を
言
う

か
。
「
陽
」
は
山
や
丘
な
ど
の
南
側
の
意
。
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23

大
尊
壇
碑

是
為
名
エ
三
條
宗
近
置
冶
炉
之
処
也
。
按
宗
近
東
行
在
一
條
天
皇
永
詐
元

年
九
月
。
途
過
三
色
濫
邑
、
見
清
流
当
途
。
謂
是
可
以
鍛
刀
也
。
遡
流
窮

其
源
有
水
神
社
。
拝
之
潔
斎
一
七
日
、
社
辺
見
神
池
群
蛙
出
没
。
深
恐
汚

其
神
水
。
乃
置
冶
炉
於
此
地
、
先
造
雌
雄
二
蛇
献
之
。
群
蛙
奔
窟
、
無
復

隻
影
。
金
蛇
水
神
社
之
名
出
子
此
突
。
二
蛇
現
在
神
庫
。
於
是
宗
近
鍛
錬

累
日
果
得
造
宝
刀
而
西
帰
。
後
人
称
此
地
曰
駄
以
曾
無
太
。
未
詳
用
何
等

字
。
今
仮
充
以
大
尊
壇
三
字
。
其
近
労
田
圃
古
来
不
許
施
糞
尿
。
千
歳
之

下
不
汚
霊
践
也
。
社
掌
高
橋
氏
将
建
石
以
表
之
、
使
余
記
其
来
由
。
因
叙

所
聞
如
此
。
云
。

だ

い
そ
ん
だ

大
尊
壇
の
碑

是
れ
名
エ
―
二
條
宗
近
冶
炉
を
置
く
の
処
な
り
。
按
ず
る
に
、
宗
近
の
東
行
、

み

い

ろ
よ
し

一
條
天
皐
水
詐
元
年
九
月
に
在
り
。
途
に
三
色
溢
邑
を
過
ぎ
、
清
流
の
途

に
当
た
る
を
見
る
。
謂
へ
ら
く
、
是
れ
以
て
刀
を
鍛
ふ
べ
し
と
。
流
れ
を

遡
り
其
の
源
を
窮
む
る
に
、
水
神
社
有
り
。
之
れ
を
拝
し
、
潔
斎
す
る
こ

と
一
七
日
、
社
辺
、
神
池
に
群
蛙
出
没
す
る
を
見
る
。
深
く
其
の
神
水
を

汚
す
こ
と
を
恐
る
。
乃
ち
冶
炉
を
此
の
地
に
置
き
、
先
づ
雌
雄
二
蛇
を
造

は

し

か

く

か

な
へ
び
す
い
じ
ん
じ
ゃ

り
之
れ
を
献
ず
。
群
蛙
奔
り
窟
れ
、
復
た
隻
影
無
し
。
金
蛇
水
神
社
の
名
、

此
に
出
づ
。
二
蛇
現
に
神
庫
に
在
り
。
是
に
於
い
て
宗
近
鍛
錬
す
る
こ
と

日
を
累
ね
、
果
し
て
宝
刀
を
造
る
こ
と
を
得
て
西
帰
す
。
後
人
此
の
地
を

だ

い

そ

む

た

称
し
て
駄
以
曾
無
太
と
曰
ふ
。
未
だ
何
等
の
字
を
用
ゐ
る
か
を
詳
ら
か
に

せ
ず
。
今
仮
に
充
つ
る
に
大
尊
壌
一二
字
を
以
て
す
。
其
の
近
労
の
田
圃
、

古
来
糞
尿
を
施
す
こ
と
を
許
さ
ず
。
千
歳
の
下
、
霊
蹟
を
汚
さ
ず
。
杜
掌

高
橋
氏
、
将
に
石
を
建
て
、
以
て
之
れ
を
表
せ
ん
と
し
て
、
余
を
し
て
其

の
来
由
を
記
せ
し
む
。
因
り
て
聞
く
所
を
叙
す
こ
と
此
く
の
如
し
。
し
か

云
ふ
。

＊
「
大
尊
壇
碑
」
…
現
在
、
大
檸
田
碑
と
し
て
知
ら
れ
、
金
蛇
水
神
社
か

ら
少
し
離
れ
た
田
の
中
に
あ
る

。

「
名
エ
三
條
宗
近
」
：
•
平
安
時
代

の
名
刀
エ
、
三
条
宗
近
。
生
没
年
未
詳
。
謡
曲
「
小
鍛
冶
」
な
ど
参
照
。

社
伝
に
宗
近
の
東
行
を
永
酢
元
年

(9
8
9
)
九
月
と
す
る
の
は
何
に

拠
る
か
不
明
。

「

冶
炉
」

．．． 
鍛
冶
の
た
め
に
金
属
を
溶
か
す
炉
°

「
金
蛇
水
神
社
」
…
岩
沼
市
三
色
吉
字
水
神
の
地
に
現
在
も
あ
る
。

「
三色
菰
邑
」
…
現
在
の
岩
沼
市
三
色
吉
。

「
社掌
」
••
•宮
司
。

24

呈
喫
茶
養
生
記
物
外
老
先
生
書

物
外
先
生
今
荘
耳
順
加
八
。
翌
礫
如
壮
者
。
孜
々
従
事
斯
業
。
出
則
応
往

診
之
請
、
入
則
視
外
来
之
疾
患
。
将
不
耐
其
煩
。
而
先
生
綽
々
乎
存
余
裕
、

参
禅
玩
茶
。
殆
如
遺
世
之
人
。
聯
無
逍
遠
忙
迫
之
態
也
。
何
由
得
此
嬰
錬

如
壮
者
乎
。
先
生
仙
台
杏
林
之
香
宿
也
。
雖
可
有
修
養
之
道
而
存
、
亦
未

必
不
由
禅
道
与
茶
儀
。
相
得
而
得
之
也
。
囚
憶
。
家
荊
病
狂
也
。
余
服
事

劇
務
、
日
夜
奔
労
。
不
安
寝
食
、
困
頓
殆
病
。
当
此
時
先
生
柾
駕
草
堂
慰

諭
諄
々
。
教
以
心
身
修
整
之
道
。
其
説
多
出
子
禅
。
使
余
有
所
自
警
而
深

悟
。
爾
来
五
年
、
心
身
強
健
、
能
耐
困
苦
者
、
実
先
生
之
賜
也
。
是
則
先

生
以
所
以
得
子
己
者
施
之
於
余
勿
論
耳
。
其
功
非
薬
石
所
能
及
也
。
夫
以

薬
石
治
病
者
医
也
。
世
不
乏
其
人
。
薬
石
以
外
治
病
者
禅
也
。
其
人
甚
少
。
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而
能
兼
之
者
独
有
先
生
耳
。
蓋
世
医
之
治
病
也
専
在
形
骸
。
在
心
神
則
茫

乎
束
手
如
無
復
所
為
也
。
比
之
先
生
能
兼
施
而
不
遺
。
何
音
霜
壌
哉
。
然

則
禅
医
雖
異
其
途
其
致
一

也
。
曾
聞
茶
俄
出
子
禅
。
栄
西
唱
之
於
前
、
珠

光
継
之
於
後
。
而
珠
光
所
取
子
茶
効
則
在
醒
眠
。
茶
亦
不
薬
而
何
也
。
須

知
禅
与
茶
不
可
須
央
離
也
。
宜
乎
先
生
修
其
條
而
窮
其
蘊
也
。
嗚
呼
先
生

精
子
医
、
通
子
禅
、
又
達
子
茶
。
以
此
臨
病
無
不
治
者
固
当
然
也
。
是
乃

所
以
為
仙
台
杏
林
者
宿
也
。
余
荷
先
生
之
恩
者
深
突
。
欲
報
之
而
未
果
。

金
幣
非
報
之
之
物
。
器
玩
非
報
之
之
具
。
於
是
乎
手
写
栄
西
所
著
喫
茶
養

生
記
、
以
謹
呈
先
生
。
以
柳
表
報
恩
之
意
也
。
先
生
見
以
為
有
補
子
修
養

之
道
施
之
於
人
、
則
治
心
神
惰
弱
如
余
者
。
施
之
於
先
生
之
身
則
得
翌
錬

者
益
嬰
錬
。
而
蹄
百
歳
之
寿
域
則
幸
甚
。

喫
茶
査
生
記
を
物
外
老
先
生
に
呈
す
る
の
書

物
外
先
生
、
今
荻
に
耳
順
に
八
を
加
ふ
。
婆
錬
た
る
こ
と
壮
の
如
き
者
な

り
。
孜
々
と
し
て
斯
の
業
に
従
串
す
。
出
づ
れ
ば
則
ち
往
診
の
請
に
応
じ
、

入
れ
ば
則
ち
外
来
の
疾
患
を
視
る
。
将
に
其
の
煩
に
耐
へ
ざ
ら
ん
と
す
。

し
ゃ
く
し
で
く
こ

而
る
に
先
生
、
綽
々
乎
と
し
て
余
裕
を
存
し
、
禅
に
参
じ
茶
を
玩
ぶ
。
殆

ど
遺
世
の
人
の
如
し
。
柳
か
も
追
逮
忙
迫
の
態
無
し
。
何
に
由
り
て
か
此

し
し
●
V

の
翌
鰈
た
る
こ
と
壮
の
如
き
者
を
得
る
。
先
生
、
仙
台
杏
林
の
者
宿
た
り
。

修
登
の
道
有
る
べ
く
し
て
存
す
と
雖
も
、
亦
た
未
だ
必
ず
し
も
禅
道
と
茶

儀
と
に
由
ら
ざ
る
に
、
相
得
て
之
れ
を
為
す
。
因
り
て
憶
ふ
。
家
荊
狂
を

病
む
。
余
、
劇
務
に
服
事
し
、
日
夜
奔
労
す
。
寝
食
を
安
ん
ぜ
ず
、
困
じ

ち
か

て
頓
に
病
に
殆
し
。
此
の
時
に
当
た
り
、
先
生
駕
を
草
堂
に
柾
げ
て
慰
諭

す
る
こ
と
諄
々
た
り
。
教
ふ
る
に
心
身
修
養
の
道
を
以
て
す
。
其
の
説
多

＜
禅
に
出
づ
。
余
を
し
て
自
警
し
て
深
く
悟
る
所
有
ら
し
む
。
爾
来
五
年
、

心
身
強
健
に
し
て
、
能
く
困
苦
に
耐
ふ
る
者
、
実
に
先
生
の
賜
な
り
。
是

れ
則
ち
先
生
己
に
得
る
所
以
の
者
を
以
て
、
之
れ
を
余
に
施
す
こ
と
、
論

な勿
き
の
み
。
其
の
功
、
薬
石
の
能
く
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
。
夫
れ
薬
石
を
以

て
病
を
治
す
る
者
、
医
な
り
。
世
其
の
人
に
乏
し
か
ら
ず
。
薬
石
以
外
に

病
を
治
す
る
者
、
禅
な
り
。
其
の
人
甚
だ
少
な
し
。
而
し
て
能
＜
之
れ
を

兼
ぬ
る
者
、
独
り
先
生
有
る
の
み
。
蓋
し
世
医
の
病
を
治
す
る
や
、
専
ら

形
骸
に
在
り
。
心
神
に
在
れ
ば
則
ち
茫
乎
と
し
て
手
を
束
ね
、
復
た
為
す

所
無
き
が
如
し
。
之
れ
に
比
し
て
、
先
生
能
＜
兼
ね
施
し
て
遺
さ
ず
。
何

し
ょ
う
じ
9
う

ぞ
育
に
符
壌
の
み
な
ら
ん
や
。
然
れ
ば
則
ち
禅
と
医
と
、
其
の
途
を
異
に

す
と
雖
も
其
の
致
す
は
一
な
り
。
曾
て
茶
俵
禅
に
出
づ
と
聞
く
。
栄
西
之

れ
を
前
に
唱
へ
、
珠
光
之
れ
を
後
に
継
ぐ
。
而
し
て
珠
光
茶
効
に
取
る
所

は
則
ち
眠
り
を
醒
む
る
に
在
り
。
茶
も
亦
た
薬
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
や
。

須
ら
く
禅
と
茶
と
須
央
も
離
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
宜
な
る

う
ん

か
な
、
先
生
其
の
俄
を
修
し
て
其
の
蘊
を
窮
む
る
こ
と
。
嗚
呼
、
先
生
医

に
精
し
く
、
禅
に
通
じ
、
又
た
茶
に
達
す
。
此
を
以
て
病
に
臨
む
に
、
治

せ
ざ
る
者
無
き
こ
と
、
固
よ
り
当
然
な
り
。
是
れ
乃
ち
仙
台
杏
林
の
者
宿

た
る
所
以
な
り
。
余
、
先
生
の
恩
を
荷
ふ
者
深
し
。
之
れ
に
報
ひ
ん
と
欲

し
て
未
だ
果
た
さ
ず
。
金
幣
、
之
れ
に
報
ふ
る
の
物
に
あ
ら
ず
。
器
玩
、

之
れ
に
報
ふ
る
の
具
に
あ
ら
ず
。
是
に
於
い
て
か
、
栄
西
著
す
所
の

「喫

茶
従
生
記
』
を
手
写
し
、
以
て
先
生
に
謹
呈
す
。
以
て
柳
か
報
恩
の
意
を

表
す
。
先
生
見
て
以
て
修
養
の
道
に
補
う
こ
と
有
り
と
為
し
、
之
れ
を
人

に
施
せ
ば
、
則
ち
心
神
惰
弱
た
る
こ
と
余
の
如
き
者
を
治
せ
ん
。
之
れ
を

先
生
の
身
に
施
せ
ば
、
則
ち
嬰
錬
た
る
者
益
々
塑
録
た
る
こ
と
を
得
ん
。
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＊
「
喫
茶
養
生
記
」
・
・
・
栄
西
の
茶
書

「喫
茶
養
生
記
』
の
こ
と
。
「
物

外
老
先
生
」
…
仙
台
藩
医
、
仙
台
共
立
病
院
初
代
院
長
、
中
目
斉
（
一

八
三
五
＼
一
九
ニ
―
)
。
物
外
は
そ
の
号
。
（「仙
台
人
名
大
辞
書
l

)

「遺

世
」
：
・
俗
世
を
忘
れ
、
俗
塵
か
ら
離
れ
る
こ
と
。

「退
遠
」
…
ひ
ど

＜
慌
て
る
様
、
慌
し
い
様
。
「
忙
迫
」
…
ひ
ど
く
忙
し
く
余
裕
の
な

い
様
。

「
杏
林
」
…
医
師
の
美
称
。

「
者
宿
」
…
徳
望
の
高
い
老
人
。

「
家
荊
」
…
自
分
の
妻
を
い
う
謙
称
。
「
病
狂
」
…
雨
香
の
妻
、
順
は

明
治
三
十
二
年
に
精
神
を
病
み
、
生
家
に
戻
っ
た
。
（
「雨
香
年
譜
」
）

「柾
駕
」
・
・・
人
の
来
訪
を
敬
し
て
言
う
。

「草
堂
」
：
士
早
ぶ
き
の
家
。

自
ら
の
家
を
謙
遜
し
て
言
う
。
「
形
骸
」
…
心
神
に
対
し
て
、
か
ら
だ、

肉
体
の
意
。

「徘
壊
l

…
天
と
地
ほ
ど
大
き
く
隔
た
る
こ
と
。

「栄

西
」
…
臨
済
宗
の
開
祖
、

栄
西
（
一

―
四
一

i
―
ニ

―
五
）
。
宋
か
ら

持
ち
掃
っ
た
茶
を
栽
培
し
、
貰
族
ば
か
り
で
な
く
武
士
や
庶
民
に
茶
を

飲
む
風
習
を
広
げ
た
と
さ
れ
る
。
「
珠
光
」
．．． 
室
町
時
代
中
期
の
茶
人
、

村
田
珠
光
(
-
四
一
一
三

i
一
五
0
-
―
)
。
佗
茶
道
の
祖
と
さ
れ
る
。

「窮

蘊」

・・・
学
問
な
ど
の
奥
義
を
究
明
す
る
こ
と
。

「
寿
域
」
：
・
長
寿
の

境
地
。

25

検
泉
日
録
序

筑
波
之
山
嵩
而
秀
、
霞
湖
之
水
深
而
清
。
鉄
軒
友
部
君
生
於
此
山
水
秀
清

之
地
。
学
達
オ
敏
。
其
奇
骨
稜
々
、
豪
宕
不
屈
之
気
、
得
之
於
水
藩
諸
豪

の
ぼ

而
し
て
百
歳
の
寿
域
に
蹟
れ
ば
則
ち
幸
甚
た
り
。

傑
之
遺
風
。
猶
如
筑
波
山
之
高
不
可
攀
而
有
一
種
温
和
之
気
可
親
者
、
又

猶
如
霞
湖
之
深
可
掬
乎
。
詩
文
亦
頗
類
其
人
突
。
以
余
之
庸
晒
辱
交
二
十

余
年
、
不
為
君
所
棄
者
、
亦
温
和
之
気
能
容
人
故
也
。
甲
辰
首
夏
、
君
訪

余
古
椿
荘
、
出

一
巻
。
曰
、
子
其
序
之
。
余
受
視
之
。
題
曰
検
泉
日
録
。

蓋
君
奉
官
命
検
県
内
温
泉
時
所
記
也
。
凡
山
水
之
勝
概
、
道
路
之
険
夷
、

通
行
之
難
易
、
温
泉
之
来
歴
与
彼
風
俗
、
土
宜
之
美
悪
、
駅
舎
客
楼
之
状

景
、
網
羅
不
遺
。
後
付
以
古
今
体
詩
若
干
。
一
読
姻
嵐
之
気
生
於
几
案
間
、

身
悦
如
在
其
境
。
何
其
筆
之
霊
也
。
余
亦
与
君
共
検
泉
之
事
者
。
欲
作

一

篇
以
乞
君
之
一
閲
而
未
能
也
。
今
視
此
書
、
余
所
欲
言
者
已
悉
之
。
不
若

写
一
本
以
置
左
右
。
不
知
君
果
許
之
否
。
抑
篇
中
所
載
之
人
、
佐
伯
、
萩

野
諸
氏
前
後
即
世
。
欲
共
語
当
時
不
可
得
。
是
可
悲
也
。
只
君
健
在
従
事

斯
文
。
時
会
一
同
、
論
古
今
評
詩
文
不
異
昔
日
者
、
何
等
幸
乎
也
。
安
知

当
時
往
来
子
山
水
明
美
之
間
、
9

深
浴
霊
泉
、
嘘
喰
姻
霰
、
無
非
得
却
病
避

邪
之
法
乎
。
然
則
此
篇
可
謂

一
部
衛
生
経
也
。
若
夫
以
余
文
之
塵
晒
冠
君

文
之
秀
消
、
深
知
非
其
対
称
也
。
然
幸
君
不
以
塵
晒
退
之
、
則
何
異
筑
波

山
之
高
、
受
塵
土
而
不
辞
、
其
高
者
愈
高
、
与
霞
湖
水
之
深
、
受
濁
流
而

不
洩
、
其
深
者
愈
深
乎
。
是
為
序
。

検
泉
日
録
の
序

筑
波
の
山
高
く
し
て
秀
れ
、
霰
湖
の
水
深
く
し
て
清
し
。
鉄
軒
友
部
君
、

お
く
ぶ
か

此
の
山
水
秀
清
の
地
に
生
ま
る
。
学
遼
く
オ
敏
た
り
。
其
の
奇
骨
稜
々

と
う

と
し
て
、

豪
宕
不
屈
の
気
、
之
れ
を
水
藩
諸
豪
傑
の
遺
風
に
得
。
猶
ほ
筑

の
ぼ

波
の
山
の
高
き
こ
と
攀
る
べ
か
ら
ず
し
て
、
而
も

一
種
温
和
の
気
親
し
む

べ
き
者
有
る
が
如
く
、

又
た
猶
ほ
霞
湖
の
深
く
し
て
掬
す
べ
き
が
如
し
。
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よ
う
ろ
う

詩
文
も
亦
た
頗
る
其
の
人
に
類
す
。
余
の
庸
柄
た
る
を
以
て
交
わ
り
を

か
た
じ
け
な
辱
く
す
る
こ
と
二
十
余
年
、
君
の
棄
つ
る
所
と
為
ら
ざ
る
者
、
亦
た
温

と
の
え
た
っ

和
の
気
、
能
く
人
を
容
る
る
故
な
り
。
甲
辰
首
夏
、
君
、
余
の
古
椿
荘
を

訪
れ
、

一
巻
を
出
づ
。
曰
く
、
子
、
其
れ
之
れ
に
序
せ
よ
と
。
余
受
け
て

之
れ
を
視
る
。
題
し
て

「検
泉
日
録
」
と
曰
ふ
。
蓋
し、

君
、
官
命
を
奉

じ
て
県
内
の
温
泉
を
検
す
る
時
に
記
す
所
な
り
。
凡
そ
山
水
の
勝
概
、
道

路
の
険
夷
、
通
行
の
難
易
、
温
泉
の
来
歴
と
彼
の
風
俗
、
土
宜
の
美
悪
、

駅
舎
客
楼
の
状
景
、
網
羅
し
て
遺
さ
ず
。
後
に
付
す
に
古
今
体
詩
若
干
を

以
て
す
。

一
読
、
姻
嵐
の
気
几
案
の
間
に
生
じ
、
身
悦
と
し
て
其
の
境
に

在
る
が
如
し
。
何
ぞ
其
の
筆
の
霊
な
る
。
余
も
亦
た
君
と
検
泉
の
事
を
共

に
す
る
者
な
り
。

一
篇
を
作
り
以
て
君
の
一
閲
を
乞
は
ん
と
欲
す
る
も
未

だ
能
は
ず
。
今
此
の
書
を
視
る
に
、
余
の
言
は
ん
と
欲
す
る
所
の
者
、
已

に
之
れ
を
悉
く
す
。

一
本
を
写
し
以
て
左
右
に
置
く
に
若
か
ず
。

君
果
た

し
て
之
れ
を
許
す
や
否
や
を
知
ら
ず
。
抑
々
、
篇
中
に
載
す
る
所
の
人
、

佐
伯
、

萩
野
の
諸
氏
、
前
後
し
て
即
世
す
。
共
に
当
時
を
語
ら
ん
と
欲
す

る
も
得
べ
か
ら
ず
。
是
れ
悲
し
む
べ
し
。
只
だ
君
健
在
に
し
て
従
事
し
、

斯
の
文
あ
り
。
時
に

一
同
に
会
し
、
古
今
を
論
じ
詩
文
を
評
し
て
昔
日
に

異
な
ら
ざ
る
者
、
何
等
の
幸
ひ
な
ら
ん
や
。
安
ん
ぞ
当
時
山
水
明
美
の
間

に
往
来
し
、
霊
泉
に
F

深
浴
し
、
姻
霞
に
嘘
哨
す
る
こ
と
、
病
を
却
け
邪
を

避
く
る
こ
と
を
得
る
の
法
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
し
と
知
ら
ん
や
。
然
れ
ば

じ
ん
ろ
う

則
ち
此
の
篇

一
部
の
衛
生
の
経
と
謂
ふ
べ
し
。
若
し
夫
れ
余
の
文
の
塵
階

た
る
を
以
て
君
の
文
の
秀
清
た
る
に
冠
す
れ
ば
、
深
く
其
の
対
称
に
あ
ら

ざ
る
を
知
る
。
然
も
幸
ひ
に
、
君
、
艇
晒
た
る
を
以
て
之
れ
を
退
け
ざ
れ

ば
、
則
ち
何
ぞ
筑
波
の
山
の
高
く
し
て
、
塵
土
を
受
け
て
辞
せ
ず
、
其
の

高
き
者
愈
々
高
く
、
霞
湖
の
水
の
深
く
し
て
、
濁
流
を
受
け
て
洩
ら
さ
ず
、

其
の
深
き
者
愈
々
深
き
と
異
な
ら
ん
や
。
是
れ
を
序
と
為
す
。

＊

「霞
湖
」
…
霞
ヶ
浦
を
言
う
。

「鉄
軒
友
部
君
」
…
奥
羽
新
聞
社
社
長
、

文
士
、
友
部
伸
吉
(
-
八
五
六

I
一
九

一
七
）。
鉄
軒
は
そ
の
号
。
「
遼」

…
学
問
や
道
理
な
ど
が
奥
深
い
様
。
「
奇
骨
」
…
節
操
を
曲
げ
な
い

立
派
な
人
と
な
り
。

「
稜
々
」
…
角
張
っ
て
い
か
め
し
い
様
。

つ

蒙

宕」

．．． 
豪
放
に
同
じ
。

「
水
藩
」

．．． 

水
戸
藩
。

「
庸
晒
」

．．． 

凡
庸
で

見
識
の
狭
い
様
。

「

甲
辰
」
…
明
治
三
十
七
年

(-
九
0
四
）
。
「
首

夏
」
：
•
初
夏
、
陰
暦
四
月
。

「
古
椿
荘
」
．．． 

明
治
三
十
七
年
当
時
、

雨
香
は
岩
沼
の
生
家
に
あ
っ
た
。
（
「
雨
香
年
譜
」
）
「
椿
」
「
椿
堂
」
は

父
を
言
う
の
で
、
か
つ
て
父
祖
の
住
ん
だ
生
家
を

「古
椿
荘
」
と
言
う

か
。

「
勝
概
」
…
前
出
。
勝
景
に
同
じ
。

「険
夷
」
…
険
し
い
こ
と

と
平
ら
か
な
こ
と
。

「土
宜
」
…
そ
の
土
地
の
産
物
。

「
古
今
体
詩
」

：
漢
詩
で
、
絶
句
、
律
詩
な
ど
の
近
体
詩
と
、
そ
れ
ら
の
様
式
が
確
立

す
る
以
前
の
古
体
詩
。

「

姻
嵐
」
…
山
が
す
み
。
た
ち
の
ほ
る
薄
青

い
山
の
気
。

「
佐
伯
、
萩
野
諸
氏
」
…
未
詳
。

「
即
世
」
…
死
去。

「渫
浴
」
…
湯
を
そ
そ
ぎ
身
体
を
洗
い
す
す
ぐ
。
「
屹
喰
」
．．．
 
呼
吸
に

同
じ
。
「
衛
生
の
経
」
…
養
生
の
道
。
生
命
を
安
ら
か
に
養
い
守
る

方
法
。
（
「
荘
子
』
庚
桑
楚
）

「
塵
陪
」
…
自
ら
の
文
を
汚
れ
て
見
苦
し

い
も
の
と
す
る
謙
辞
。「
秀
清
」
と
対
を
な
す
。
ま
た
、
後
文
の
「
筑

波
山
之
高
受
塵
土
而
不
辞
」
と
呼
応
。
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